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令和３年蘭越町議会第２回臨時会会議録   

 

○開会及び閉会  

 令和３年  ４月２３日  

  開  会   午前１０時００分  

  閉  会   午前１１時３５分  

 

○出席及び欠席議員の氏名  

  出席（１０名）  １番   淀谷   融    ２番  金安 英照     

３番  田村 陽子    ５番  永井   浩     

６番  向山  博    ７番  難波  修二     

８番  赤石 勝子    ９番  栁谷   要     

１０番   熊谷  雅幸  １１番   冨樫  順悦  

  欠席（  ０名）   

 

○会議録署名議員  

  ７番  難波  修二  ８番 赤石  勝子        

 

○説明のために出席した者の職氏名  

  町  長        金   秀行    副町長        山内  勲  

教育長        小林  俊也    総務課長       渡辺   貢  

税務課長       名越  義博    住民福祉課長    北山  誠一     

健康推進課長    梅本  聖孝    農林水産課長    西河  修久     

建設課長       北川  淳一    商工労働観光課長   水上  昭広  

蘭越診療所事務長   山下  志伸    教育次長       田縁  幸哉  

会計管理者      小木  利夫    農林水産課参事    木村  恭史  

健康推進課主幹    谷口  敦哉  

   

○職務のため出席した事務局職員  

  事務局長  福原 明美     書  記  和田 慎一  
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○議事日程  

  日程第１  会議録署名議員の指名  

  日程第２  会期の決定  

  日程第３  町長の行政報告及び提案理由の大綱説明  

  日程第４  常任委員の選任  

  日程第５  議会運営委員の選任  

  日程第６  承認第１号  専決処分事項の承認を求めることについて（令和  

              ２年度蘭越町簡易水道事業特別会計補正予算（第  

              ７号））  

日程第７   承認第２号  専決処分事項の承認を求めることについて（令和  

            ２年度蘭越町農業集落排水事業特別会計補正予算  

            （第５号））  

  日程第８  議案第１号  蘭越町税条例等の一部を改正する条例  

  日程第９  議案第２号  令和３年度蘭越町一般会計補正予算（第１号）  

  日程第１０  議案第３号  令和３年度蘭越町介護保険サービス事業特別会計  

              補正予算（第１号）  

日程第１１  議案第４号  令和３年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業特別会計補  

            正予算（第１号）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

○議長（冨樫順悦）  おはようございます。  

ただいまの出席議員は１０名であります。  

これより、令和３年第２回蘭越町議会臨時会を開催いたします。  

ただちに本日の会議を開きます。  

説明出席者につきましては、名簿をお手元に配布していますので、御了

承願います。  

                                   

○議長（冨樫順悦）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は会議規則第１１８条の規定により、７番難波議員、８

番赤石議員を指名いたします。  

                                   

○議長（冨樫順悦）  日程第２、会期の決定を議題とします。  

議会運営委員長からお諮り願います。  

８番赤石議員。  

 

○８番（赤石勝子）  令和３年第２回蘭越町議会臨時会の開会に当たりま

して、議会運営委員会の決定事項をお知らせいたします。  

会期は、本日１日間といたします。  

日程につきましては、皆様にお配りしています日程表のとおり行いたい

と思いますので、議長よりよろしくお取り計らいのほどお願いいたします。

以上でございます。  

 

○議長（冨樫順悦）  お諮りします。  

ただいま議会運営委員長からお諮りのとおり、本臨時会の会期は本日１

日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

よって、会期は１日間とすることに決定しました。  

                                   

○議長（冨樫順悦）  日程第３、町長の行政報告及び提案理由の大綱説明

を願います。  

金町長。  

 

○町長（金秀行）  おはようございます。  

第２回蘭越町議会臨時会を招集しましたところ、大変御多用の中、議員
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の皆様方の御出席をいただきまして、本臨時会が開催できますことを、ま

ずもってお礼を申し上げたいと存じます。  

第１回蘭越町議会定例会が開催をされました、３月１９日以降の行政報

告については、お手元に資料としてお配りしておりますが、詳細をお知ら

せしたい行事等について、口頭で御報告を申し上げます。  

１ページ、３月１９日、金曜日、１３時３０分から、この日は倶知安警察署の

次田幸宏署長が来庁され、本町と倶知安警察署において、空き家対策の推進に

関する協定を締結いたしました。この協定は、昨年４月に策定いたしました蘭

越町空き家等対策計画に基づき、町と警察が互いに持っている町内の空き家情

報を共有することで、町は移住・定住者の受け入れ対策や家屋の廃屋化防止に、

警察は防犯や防災など治安対策に、それぞれ活用を図っていくものでございま

す。町では、この協定で共有した情報をもとに移住希望者の住宅を確保し、移

住者が増加することにつなげ、また、町民の皆さんが安心して暮らせる町づく

りにも寄与できるのではないかと考えております。なお、現在ですが、約１９０

戸の空き家が町内に点在していることを確認しておりまして、所有者の方々に利活

用の意向を確認する準備を進めているところでございます。 

３月２６日、金曜日、１０時００分から、この日は蘭寿大学閉校式を挙行し、

来賓として冨樫議長にも参加していただき、２０人の大学生に学長として私から閉

校の式辞を述べたところでございます。会員で組織する自治会による運営が厳しく

なってきたため、今年度から蘭寿大学の名前は残し、会員制ではなく６５歳以上の

町民であれば誰でも参加できる高齢者の学び舎として、教育委員会生涯学習課が高

齢者教育の事業を企画運営していきます。 

３月２６日、１５時００分から、この日は蘭越町商工会女性部より、毎年実

施いただいております愛の鈴が寄贈されました。これは、昭和５０年から始ま

った事業で、今年も交通安全を願い、町内の小学校や幼稚園の新入学生に贈ら

れました。  

２ページ、４月２日、金曜日、１３時３０分から、この日は人事異動で町内

に転入された小中学校の７名の教職員に教育長から辞令を交付し、私から歓迎

の御挨拶を申し上げたところでございます。教育委員、町内校長、教頭、教育

委員会職員が参加し、転入教職員の自己紹介等が行われ、町内の小中学校が新

たな教職員を迎えスタートしております。  

３ページ、４月１６日、金曜日、１３時３０分から、この日は小寺榮喜さん

へ蘭越町交通安全推進委員会交通安全功労表彰を挙行いたしました。小寺氏は、

平成１４年から１８年の長きにわたり、交通安全指導員を務められ、積極的に

交通事故防止活動に協力され、交通安全運動の推進に貢献されました。その御
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功労に対し、蘭越町交通安全推進委員会会長として表彰状を贈らせていただき

ました。  

４月１９日、月曜日、１５時３０分から、この日は６５歳以上の高齢者を対

象とした、新型コロナウイルス・ワクチンの集団接種に向けた、リハーサルを

保健福祉センターにおいて行いましたので、立会をしたところです。町内の保

健推進委員及び民生委員児童委員の皆さんにエキストラとして御参加いただき、

また、蘭越診療所、昆布温泉病院の医療従事者の皆様にも御協力をいただき、

いろいろな状況を想定し、工程や手順の確認を行いました。終了後、反省会も

行われ、本番に向けて改善点を指摘いただきましたので、５月１０日の週から

予定している接種に向けて、引き続き準備を進めてまいるところでございます。 

４月２１日、水曜日、１５時００分から、この日は北海道新幹線並行在来線

対策協議会後志ブロック会議が倶知安町で開催され、出席をしております。  

この会議では、北海道新幹線の開業に伴い、ＪＲ北海道から経営分離される

函館線のうち、長万部・小樽間を第３セクター鉄道またはバス転換で運行した

場合の収支予測の結果が、初めて北海道から示されております。  

すでに報道等でご存じのことと思いますが、当日、配布された資料を議員の

皆様にも、本日お配りをさせていただいたところです。  

まず、第３セクターで鉄道を運行した場合ですが、２０３０年度から２０６

０年度までの３０年間、初期投資も含めて約９２７億円の赤字が予想されてお

ります。  

同じく、バス運行に転換した場合は、約９６億円の赤字、小樽・余市間を鉄

道、余市・長万部間をバス運行にした場合は、約３１２億円の赤字が予想され

ております。  

ただし、この収支については、国や道からの補助金等が考慮されておりませ

んので、今後、事務担当者の幹事会等において協議を行い、財源確保を行った

上での収支資料を作成し、随時報告をしてまいりたいと考えております。今回

の資料は、公共交通機関の確保方策を検討する基礎資料であり、ＪＲを利用さ

れている地域住民の利便性が損なわれないよう、議員の皆様や住民の方にも情

報を公開し、北海道や沿線自治体と連携を図りながら、並行在来線の対応を進

めてまいりたいと考えております。  

 次に、育苗施設の運営状況について、御報告申し上げます。  

育苗施設の播種作業は、昨年と同日の４月１２日に開始しておりまして、

作業開始に当たり育苗施設運営委員会の中井会長さんの御出席をいただき、

健苗マットの出荷と操業の安全を祈願したところでございます。  

今年の利用戸数は７０戸で、供給マット数は、中苗マットが２０万４，
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４２７枚で、面積換算で５８４ヘクタール、密苗マットは６，３３５枚で、

面積換算で４２ヘクタールで、合計でマット数は２１万７６２枚、面積換

算で６２６ヘクタールでございます。  

出荷でございますが、中苗マットは１４日から始まり、２８日に終える

予定でございます。密苗マットについては、５月１日まで出荷予定でござ

います。  

出荷している苗の生育でございますが、職員が巡回確認しており、生育

は順調との報告を受けているところで、豊穣の秋につながることを念じ、

育苗施設の運営状況についての行政報告を終わります。  

 次に、さくら団地定住促進住宅購入事業の業者選定について、御報告を

申し上げます。  

 令和３年度で２棟４戸の買い取りを予定しているさくら団地定住促進住

宅購入事業の業者選定につきましては、先の予算特別委員会で、昨年度実

施したプロポーザルの採点結果を尊重して２位と３位の業者にお願いする

ことにしたいと、御答弁申し上げましたが、今年度に入りまして、担当課

において独占禁止法の不当な取引制限に該当しないかどうかを北海道町村

会の顧問弁護士に確認したところ、誰を契約の相手方にするかは、貴町の

判断に委ねられることとなるため、本件は独占禁止法の適用対象とはなら

ないと回答をいただきました。  

 しかし、その一方で、報告書には参加業者の負担が大きくなることや地

域経済の活性化という理由が、随意契約を選択する際の考慮要素とはなら

ないことから、裁量権の逸脱との判断を受ける可能性が高いという見解も

付記されておりました。  

 町では、昨年度のプロポーザルによって、町内業者の設計・積算におけ

る技術力等が確認できたので、どの業者と随意契約しても我々の意とする

事業の推進が図られると考えたところでしたが、前述した弁護士の見解も

ありますので、再度、来週早々に副町長と総務課長を弁護士のところに行

かせて、詳細について確認させたいと考えております。  

そして、その結果によっては、昨年と同様の条件で町内業者を対象にプ

ロポーザルを行って業者を選定しなければならないと思慮いたしておりま

して、その際には議員の皆様に御報告した上で進めたいと考えております。 

 以上、さくら団地定住促進住宅購入事業の業者選定についての行政報告

を終わります。  

 次に、本日提案いたします議案の提案理由の大綱について、御説明を申

し上げます。  
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 承認第１号、第２号につきましては、専決処分事項の承認をお願いする

ものでございます。  

 承認第１号は、令和２年度蘭越町簡易水道事業特別会計補正予算第７号

について、３月３１日に専決処分させていただき、繰越明許費を設定した

ものでございます。  

 繰越明許費の内容でございますが、公営企業会計法適用支援業務２５７

万４，０００円を繰り越すものでございます。  

 承認第２号は、令和２年度蘭越町農業集落排水事業特別会計補正予算第

５号について、３月３１日に専決処分させていただき、繰越明許費を設定

したものでございます。  

 繰越明許費の内容でございますが、公営企業会計法適用支援業務２００

万２，０００円を繰り越すものでございます。  

 承認第１号、承認第２号、いずれも地方自治法第１７９条第１項の規定

により、専決処分させていただきましたので、同条第３項の規定により、

承認をお願いするものでございます。  

 議案第１号につきましては、蘭越町税条例等の一部を改正する条例につ

いて、議決をお願いするものでございます。  

 地方税法の一部を改正する法律等の施行に伴いまして、蘭越町税条例等

につきましても所要の改正が必要であり、条例の一部改正をお願いするも

のでございます。  

 議案第２号につきましては、令和３年度蘭越町一般会計補正予算第１号

でございますが、歳入歳出それぞれ４，６０８万９，０００円の追加をお

願いするものでございます。  

歳出の主なものにつきましては、総務費では、地域主導型再生可能エネ

ルギー推進事業委託料１，０５６万９，０００円の追加。新型コロナワク

チン感染症接種業務委託料１，８９０万４，０００円の追加など、合わせ

まして３，８５９万１，０００円の追加。民生費では、蘭越保育所園庭用

フェンス支柱基礎修繕料２０万９，０００円の追加。商工費では、地域お

こし協力隊員２名の採用に伴う会計年度任用職員報酬３７５万１，０００

円の追加など、合わせまして、７２８万９，０００円の追加となり、歳出

総額４，６０８万９，０００円を追加するものでございます。  

歳入につきましては、新型コロナウイルス・ワクチン接種対策費、国庫

負担金１，８９０万４，０００円の追加。エネルギー構造高度化・転換理

解促進事業補助金１，０５６万９，０００円の追加。新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金８６１万８，０００円の追加など、歳入総
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額４，６０８万９，０００円を充当するものでございます。  

議案第３号につきましては、令和３年度蘭越町介護保険サービス事業特

別会計補正予算第１号でございますが、歳入歳出それぞれ３２万円の追加

をお願いするものでございます。  

歳出では、センターめなリフト付きワゴン車ルーフ修繕料３２万円の追

加。歳入では、自動車損害共済金３２万円を充当するものでございます。  

議案第４号につきましては、令和３年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業特別

会計補正予算第１号でございますが、歳入歳出それぞれ２億８，８７３万

９，０００円の追加をお願いするものでございます。  

歳出では、温泉熱利用改修工事監理委託料４９６万１，０００円の追加。

温泉熱利用改修工事２億８，３７７万８，０００円の追加。合わせまして、

歳出総額２億８，８７３万９，０００円を追加するものでございます。  

歳入では、エネルギー構造高度化・転換理解促進事業補助金１億７，４

３８万６，０００円の追加。地域づくり総合交付金２，２９０万円の追加。

温泉排湯熱利用ボイラー整備事業債９，１４０万円の追加など、歳入総額

２億８，８７３万９，０００円を充当するものでございます。  

なお、詳細につきましては、議案説明の時に担当課長から説明いたしま

す。  

以上で行政報告及び提案理由の大綱を終わります。よろしく御審議をお

願いいたします。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって、町長の行政報告及び提案理由の大綱

説明を終わります。  

                                        

○議長（冨樫順悦）  日程第４、常任委員の選考を行います。  

委員選出のため、暫時休憩をいたします。  

                                              

○議長（冨樫順悦）  再開いたします。  

                                        

○議長（冨樫順悦）  常任委員については、委員会条例第７条第１項によ

り、総務文教常任委員に３番田村議員、６番向山議員、７番難波議員、９

番栁谷議員、１１番冨樫議員。経済建設常任委員につきましては、１番淀

谷議員、２番金安議員、５番永井議員、８番赤石議員、１０番熊谷議員。  

 以上のとおり、指名したいと思います。これに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  
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異議なしと認めます。  

よって、ただいま指名しました議員を、それぞれの常任委員に選任する

ことに決定しました。  

なお、各常任委員会において、委員長並びに副委員長の互選が行われ、

その結果が議長の手元にきておりますので、報告いたします。  

総務文教常任委員長は７番難波議員、副委員長は６番向山議員。経済建

設常任委員長は５番永井議員、副委員長は８番赤石議員。  

以上のとおり、互選された旨、報告がありました。  

これで常任委員の選任を終わります。  

                                       

○議長（冨樫順悦）  日程第５、議会運営委員の選任を行います。  

 議会運営委員の選任については、議会運営基準３５の規定により、総務

文教常任委員から２名、経済建設常任委員から３名を選出し、会議に諮っ

て決めることと規定しております。  

 議会運営委員については、先ほどの各常任委員選考に際に併せて協議さ

れております。  

 議会運営委員については、委員会条例第７条第１項の規定により、６番

向山議員、７番難波議員、２番金安議員、５番永井議員、８番赤石議員を

選任したいと思います。これに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

よって、ただいま選任しました議員が、議会運営委員に決定されました。  

なお、議会運営委員会において、委員長並びに副委員長の互選が行われ、

その結果が議長の手元にきていますので、報告いたします。  

委員長は、８番赤石議員。副委員長は、５番永井議員。  

以上のとおり、互選された旨、報告がありました。  

これで議会運営委員の選任を終わります。  

                                        

○議長（冨樫順悦）  日程第６、承認第１号専決処分事項の承認を求める

ことについてを議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 北川建設課長。  

 

○建設課長（北川淳一）  ただいま上程されました、承認第１号専決処分事項

の承認を求めることについて、御説明いたします。  
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地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をいたしましたのは、令和

２年度蘭越町簡易水道事業特別会計補正予算第７号であります。議案の３枚目を

ご覧願います。  

令和３年３月３１日付で専決処分いたしました、令和２年度蘭越町簡易水道事

業特別会計補正予算第７号につきまして、御説明いたします。  

この補正予算は、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越

して使用することができる経費についてであり、第１表繰越明許費によるもので

ございます。１枚めくって、１ページをご覧ください。  

翌年度に繰り越して使用する経費は、１款事業費  １項水道事業費、事業名公

営企業会計法適用支援業務で、予算額７２５万６，０００円のうち２５７万４，

０００円についてでございます。  

繰越の理由は、３月の予算特別委員会で御説明いたしましたが、新型コロナウ

イルス感染拡大のため、主に対面での確認作業が必要な固定資産台帳整備業務の

遅延により、業務のすべてを執行できなかったことによるものでございます。  

以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますよう、お願い申し上げ

ます。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。  

これより討論を行います。討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。  

これより、承認第１号専決処分事項の承認を求めることについてを採決

いたします。  

お諮りします。  

本件は承認することに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

よって、承認第１号は、承認することに決定いたしました。  

                                      

○議長（冨樫順悦）  日程第７、承認第２号専決処分事項の承認を求める

ことについてを議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  
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 北川建設課長。  

 

○建設課長（北川淳一）  ただいま上程されました、承認第２号、専決処分事

項の承認を求めることについて、御説明いたします。  

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたのは、令和２

年度蘭越町農業集落排水事業特別会計補正予算第５号であります。議案の３枚目

をご覧願います。  

令和３年３月３１日付で専決処分いたしました、令和２年度蘭越町農業集落排

水事業特別会計補正予算第５号につきまして、御説明いたします。  

この補正予算は、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越

して使用することができる経費についてであり、第１表繰越明許費によるもので

ございます。１枚めくって、１ページをご覧ください。  

翌年度に繰り越して使用する経費は、１款事業費  １項下水道事業費、事業名

公営企業会計法適用支援業務で、予算額５５７万１，０００円のうち、２００万

２，０００円についてであります。  

繰越の理由は、先ほどの簡易水道事業会計の補正と同様でございます。  

以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますよう、お願い申し上げ

ます。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。  

これより討論を行います。討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。  

これより、承認第２号専決処分事項の承認を求めることについてを採決

いたします。  

お諮りします。  

本案は承認することに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

よって、承認第２号は、承認することに決定いたしました。  

                                    

○議長（冨樫順悦）  日程第８、議案第１号蘭越町税条例等の一部を改正
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する条例を議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 名越税務課長。  

 

〇税務課長（名越義博）  ただいま上程されました、議案第１号、蘭越町税条

例等の一部を改正する条例につきまして、御説明申し上げます。  

 今回の改正理由は、地方税法等の一部を改正する法律が令和３年３月３１日に

公布されましたことにより、蘭越町税条例につきましても、所要の改正が必要で

ありますことから、条例の一部改正をお願いするものでございます。  

今回の主な改正は、非課税限度額等における国外居住親族の取扱いの見直し、

住宅ローン控除の拡充・延長、固定資産税の負担調整措置、軽自動車税の環境性

能割の臨時的軽減の延長などでございます。  

参考資料①蘭越町税条例等の一部を改正する条例の概要により、御説明申し上

げますが、今回の改正に伴う施行年月日につきましては、備考欄によるものでご

ざいます。また、法令及び条例改正に伴う条項や文言の整理につきましては、説

明を省略させていただきます。  

それでは、参考資料１ページをご覧願います。  

 本条例では、第１条で蘭越町税条例を改正し、第２条で過去に可決いただきま

した、蘭越町税条例等の一部を改正する条例を改正するものでございます。  

 まず、第１条による改正でございますが、第２４条は個人町民税の非課税の範

囲に関する規定でございまして、所得税の扶養控除における国外居住親族の取扱

いの見直しを踏まえ、個人住民税均等割の非課税限度額の算定の基礎となる扶養

親族から、年齢３０歳以上７０歳未満の非居住者であって、アからウのいずれに

も該当しない者を除外とする規定の整備であり、令和６年１月１日から施行する

ものです。  

 第３３条の７は、寄附金税額控除の規定でございまして、国税の改正に伴う規

定の整備であり、令和４年１月１日から施行するものです。  

第３５条の３の２は、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族申告書に関す

る規定でございまして、給与所得の扶養親族申告書の電子提出に係る税務署長の

承認の廃止に伴う規定の整備であり、令和３年４月１日から適用するものです。  

第３５条の３の３は、個人の町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族申告書

に関する規定でございまして、第２４条の改正に伴う規定の整備であり、令和６

年１月１日から施行するものです。  

第５２条の８は、特別徴収税額に関する規定でございまして、退職所得申告書

の定義に係る規定の整備であり、令和３年４月１日から適用するものです。  



- 13 - 

 

次に、２ページをご覧願います。  

 第５２条の９は、退職所得申告書に関する規定でございまして、退職所得申告

書の電子提出に係る税務署長の承認の廃止に伴う規定の整備であり、令和３年４

月１日から適用するものです。  

 第８０条の４は、軽自動車税の環境性能割の税率に関する規定でございまして、

軽減対象車の割合を現行と同水準としつつ、新たな２０３０年度燃費基準の下で

税率区分の見直しに伴う規定の整備であり、令和３年４月１日から適用するもの

です。  

附則第５条は、個人の町民税所得割の非課税の範囲等に関する規定で、第２４

条の改正に伴う規定の整備であり、令和６年１月１日から施行するものです。  

 附則第６条は、特定一般医薬品購入費を支払った場合の医療費控除の特例に関

する規定でございまして、セルフメディケーション税制を令和９年度まで５年間

延長する改正であり、令和４年１月１日から施行するものです。  

附則第１０条の２は、法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合に関

する規定でございまして、第２４項は浸水被害対策のために整備された施設に係

る固定資産税の課税標準の特例措置の創設で、特例割合を３分の１と定める規定

であり、現在、国会提出されております、特定都市河川浸水被害対策法の施行の

日から適用するものです。第２６項は、中小企業等経営強化法の規定が加わった

ことから、家屋及び構築物を特定対象資産に改める規定であり、現在、国会提出

されております、産業競争力強化法の施行の日から適用するものです。これら以

外の項目につきましては、法律改正に伴う規定の整備等であり、令和３年４月１

日から適用するものです。  

 附則第１０条の４は、平成２８年熊本地震に係る固定資産税の適用を受けよう

とする者がすべき申告等に関する規定でございまして、法律改正に伴う規定の整

備であり、令和３年４月１日から適用するものです。  

次に、３ページをご覧願います。  

 附則第１０条の５は、法規定の新設でございまして、平成３０年７月豪雨に係

る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等の規定の整備であ

り、令和３年４月１日から適用するものです。  

 附則第１１条は、固定資産税の特例に関する用語の意義に関する規定でござい

まして、令和３年度は土地、家屋について３年に１回の価格の変化を反映する評

価替えの年であり、基準年度を令和３年度から令和５年度に改め、令和３年４月

１日から適用するものです。  

 附則第１１条の２は、土地の価格の特例の規定でございまして、固定資産の価

格は、原則、基準年度の価格が３年間据え置かれ、価格は変動しない制度が執ら
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れておりますが、価格が下落傾向にある場合は、第２年度、第３年度であっても

価格を修正できる特例措置を令和５年度まで引き続き継続できる規定です。  

 第２項は、第２年度において価格を修正した場合、第３年度における時点修正

の適用を受けない場合の価格は、基準年度の価格ではなく、第２年度の価格とす

る据え置きについても、引き続き継続する改正であります。令和３年４月１日か

ら適用するものでございます。  

附則第１２条は、固定資産税の特例の規定でございまして、固定資産評価額と  

課税価格に乖離があった場合、これを是正する際は一気に引き上げるのではなく、

緩やかに実勢価格に近付ける負担調整措置を令和３年度から令和５年度まで引き

続き講じることの規定の改正であります。  

 ただし、新型コロナウイルス感染症により、社会経済活動や国民生活全般を取

り巻く環境が大きく変化したことを踏まえ、納税者の負担感に配慮する観点から、

令和３年度に限り、負担調整措置等により課税標準額が増加する土地について、

前年度の課税標準額に据え置く特別な措置を講ずる規定の改正であり、令和３年

４月１日から適用するものでございます。  

 次に、４ページをご覧願います。  

 附則第１３条は、固定資産税の特例の規定でございまして、宅地と同様に、固

定資産評価額と課税価格の乖離を是正する際、緩やかに実勢価格に近付ける負担

調整措置を令和３年度から令和５年度まで引き続き講じる規定の改正で、令和３

年４月１日から適用するものです。  

附則第１４条は、免税点の適用に関する特例の規定でございまして、固定資産

税の特例であります負担調整措置の改正に伴う規定の整備であり、令和３年４月

１日から適用するものです。  

附則第１５条は、特別土地保有税の課税の特例の規定でございまして、宅地、

農地等と同様に、負担調整措置を令和３年度から令和５年度まで引き続き講じる

規定の改正であり、令和３年４月１日から適用するものです。  

 附則第１５条の２は、軽自動車税の環境性能割の非課税に関する規定でござい

まして、環境性能割の税率を１％分軽減する臨時的軽減について、適用期限を９

か月延長し、令和３年１２月３１日までに取得したものを対象とする改正であり、

令和３年４月１日から適用するものでございます。  

 なお、この措置による軽自動車税の減収分につきましては、全額国費で補填さ

れます。  

 附則第１５条の２の２は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例の規定で  

ございまして、法律改正に伴う規定の整備であります。読替規定を対象に追加す

る改正であり、令和３年４月１日から適用するものです。  
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 附則第１６条は、軽自動車税の種別割の税率の特例でございまして、法律改正

に伴う規定の整備であります。第２項から第４項は、令和２年度の規定を削除し、

第６項から第８項は、燃費性能等の優れた軽自動車の新車を取得した日の属する

年度の翌年度分の税率を軽減する特例措置について、令和４年度、令和５年度の

適用規定の整備であり、令和３年４月１日から適用するものです。  

 次に、５ページをご覧願います。  

 附則第１６条の２は、軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する規定でご

ざいまして、附則第１６条の改正に伴う規定の整備であり、令和３年４月１日か

ら適用するものです。  

 附則第２２条は、東日本大震災に係る固定資産税の特例の適用を受けようとす

る者がすべき申告等に関する規定でございまして、法律改正に伴う規定の整備で

あります。適用年度については、令和８年度までの５年間延長する改正であり、

令和３年４月１日から適用するものです。  

 附則第２６条は、新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別控除税

額の特例の規定でございまして、所得税における措置である控除期間を１３年間

とする特例の適用期間の延長等の対象者について、適用年の各年において、所得

税額から控除しきれない額を、現行制度と同じ控除限度額の範囲内で個人住民税

から控除する規定であり、令和３年４月１日から適用するものでございます。  

 なお、この措置による減収分につきましては、全額国費で補填されます。  

次に、第２条による改正は、令和２年蘭越町条例第１４号による、蘭越町税条

例等の一部を改正する条例を改正するもので、第４７条、第４９条、第５１条は、

法律改正に伴う規定の整備であります。法律の条項のズレによる改正であり、令

和３年４月１日から適用するものです。  

 次に、６ページをご覧願います。  

附則第３条の２、附則第４条は、延滞金に関する規定でございまして、租税特

別措置法の延滞金等の特例規定の改正に伴う規定の整備であり、令和３年４月１

日から適用するものでございます。  

以上で説明を終わります。よろしく御審議をお願いいたします。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。  

これより討論を行います。討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  
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討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。  

これより、議案第１号蘭越町税条例等の一部を改正する条例を採決いた

します。  

お諮りいたします。  

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。  

                                     

○議長（冨樫順悦）  日程第９、議案第２号令和３年度蘭越町一般会計補

正予算を議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 渡辺総務課長。  

 

○総務課長（渡辺貢）  ただいま上程されました、議案第２号、令和３年度蘭

越町一般会計補正予算第１号につきまして、御説明いたします。  

 現在、この会計の予算の総額は５９億８，５００万円で、歳入歳出それぞれ４，

６０８万９，０００円を追加し、予算の総額を６０億３，１０８万９，０００円

とするものです。  

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものです。  

それでは、事項別明細書の歳出から御説明いたします。７ページをご覧願いま

す。  

２款総務費  １項総務管理費  ５目企画費、補正額１，０５６万９，０００円。

特定財源の国道支出金１，０５６万９，０００円は、エネルギー構造高度化・転

換理解促進事業補助金で、令和元年度から２年にわたり、もみ殻を利用した熱利

用の実証事業を行ってまいりましたが、３年目となります今年度は、実証から事

業化に向けた取組として、冬季ブランドとなる農産物生産システムの確立、販路

確保調査、もみ殻燃料の安定生産に向けた体制づくりなど、事業の継続を申請し、

４月２日、経済産業省から内示を受けたものです。１２委託料１，０５６万９，

０００円。地域主導型再生可能エネルギー推進事業委託料で、もみ殻燃料の製造

及び販売、また、冬期間における葉物野菜等の生産・管理の自立化を目指す農業

者を農業振興の見地から支援し、事業化に向けた技術指導等を委託するものです。 

次に、目の新設となります、１６目新型コロナウイルス感染症対策費について

は、参考資料②で御説明いたしますのでご覧願います。今回の補正額は、２，８
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０２万２，０００円です。  

歳入になります。１点目の特定財源の国道支出金２，７５２万２，０００円の

内訳でございますが、国庫支出金として、新型コロナウイルス・ワクチン接種対

策費国庫負担金１，８９０万４，０００円。新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金８６１万８，０００円です。  

また、２点目のその他特定財源５０万円は、新型コロナウイルス感染症対策事

業指定寄附金として、町内業者１社から寄附をいただいておりますので、歳出充

当するものです。  

次に、歳出になりますが、１点目は湯里地区地域情報通信基盤施設増強事業で、

財源は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金８０１万４，０００円、

新型コロナウイルス感染症対策事業指定寄附金５０万円です。事業内容は、湯里

地区の別荘地においては、コロナ禍における光回線への接続希望者が増加してい

る現状でございますが、光回線の空きがなく、接続できない状況が続いており、

加えて、リモートワークの需要も増加していることから、湯里地区のハイグレー

ドヴィラ周辺の光回線５０芯を増強するものです。事業費は地域情報通信基盤施

設増強手数料８５１万４，０００円です。  

２点目は、消防蘭越支署感染症対策事業で、財源は新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金６０万４，０００円です。  

事業内容は、蘭越支署職員の救急業務等公務に係る感染予防対策を図るもので、

事業費は被服費として、感染防止ジャンパー・ズボン６組、３７万３，０００円。

また、備品購入費として白衣殺菌線消毒ロッカー１台２３万１，０００円を購入

するものです。次のページ、２ページ目になります。  

３点目は、新型コロナウイルス・ワクチン接種事業で、財源は、新型コロナウ

イルス・ワクチン接種対策費国庫負担金１，８９０万４，０００円です。  

本町においては、５月１０日から６５才以上の町民を対象に集団接種を開始す

る予定で、現在準備を進めているところでございますが、事業内容はワクチン接

種に係る医師や看護師などへの人件費相当分として、接種を実施する医療機関へ

業務を委託し、継続的な事業を図るものです。事業費は新型コロナウイルス・ワ

クチン接種業務委託料１，８９０万４，０００円です。  

申し訳ございませんが、補正予算書の７ページにお戻り願います。  

３款民生費  ２項児童福祉費  ３目蘭越保育所費、補正額２０万９，０００円。

特定財源のその他２０万９千円は、建物災害共済金です。１０需用費２０万９，

０００円。修繕料で、園庭を取り囲んでおりますフェンスの支柱が、雪の圧力に

より損傷したため、フェンス・コンクリート基礎等を修復するものです。  

７款商工費  １項商工費  ４目観光費、補正額７２８万９，０００円。特定財



- 18 - 

 

源その他６１万４，０００円は、社会保険料です。１報酬３７５万１，０００円。

会計年度任用職員報酬で、観光振興及び地場産業振興加工センターでの業務に従

事する地域おこし協力隊員２名の採用に伴い、報酬を追加するものです。８ペー

ジをご覧願います。３職員手当等２２万２，０００円。会計年度任用職員期末手

当で、地域おこし協力隊員２名分の期末手当です。４共済費１２４万５，０００

円。地域おこし協力隊員２名分の社会保険料です。８旅費１４万８，０００円。

費用弁償６万９，０００円は、地域おこし協力隊員２名分の通勤手当です。次の

職員旅費７万９，０００円は、同じく地域おこし協力隊員２名分の旅費です。１

０需用費５３万３，０００円。消耗品費２０万円の追加は、地域おこし協力隊員

２名分の業務活動に係る消耗品です。次の修繕料３３万３千円の追加は、旧ニセ

コエリア情報センター内のトイレ・キッチン等の水道配管に漏水が確認されたこ

とから、修理をお願いするものです。１８負担金補助及び交付金１３９万円。地

域おこし協力隊員助成事業補助金１３９万円で、地域おこし協力隊員２名分の住

宅料、通信費、自家用車借上料、自己研さん研修費を助成するものです。  

つづきまして、歳入に戻ります。５ページをご覧願います。  

 １６款国庫支出金、１９款寄付金は説明を省略いたします。  

２１款繰越金 １項繰越金  １目繰越金、補正額６６７万５，０００円。１繰

越金６６７万５，０００円。前年度繰越金です。  

２２款諸収入は、説明を省略します。  

 以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますよう、お願いいたしま

す。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。  

３番田村議員。  

 

○３番（田村陽子）  ３番田村です。２点お伺いいたします。  

一つは、参考資料のほうの１ページ目の、ごめんなさい。湯里の地区の

通信基盤設備の増強事業ですけども、在宅勤務の需要増に対応するためと

いうことなんですけれども、そちらのほうの要望に関しての、要望されて

いる方々というのは、住民登録がされている方々なのでしょうか。湯里と

いうのは、いろいろいらっしゃるとは思うんですけども、住民登録のされ

ていない方たちもたくさんいらっしゃるとは思うんですけども、そこのと

ころの状況をお聞かせいただきたい。それともう一つですけれども、歳出

の７ページの観光費の協力隊の報酬の分ですけれども、ちょっと協力隊と
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いうのは国のほうからの、補助が来るんだとは思って、そういう認識だっ

たんですけれども、一般財源からの支出という、歳出ということなんです

よね。ちょっと説明をいただけますでしょうか。  

 

○議長（冨樫順悦）  渡辺総務課長。  

 

○総務課長（渡辺貢） まず１点目の湯里地区の光回線の増強ですけども、

現在、住民登録されている方の要望もあれば、別荘地でですね、住民票を

もっていない方の要望も当然ございます。これまでの状況ですけども、ド

クターヴィレッジ・ハイグレードヴィラでは、申込件数１６件、これまで

過去、２０１６年からになりますけども、以前からになりますけども、申

込みがあって、ドクターヴィレッジでは９戸。およそ２５件の申込みが過

去、これまでございましてですね、加えてリモートワーク、先ほど言って

いた在宅の関係の需要も増えてきているという状況でございます。なかな

かこの回線の増強については、これまで応じられてこれなかったという状

況もございまして、今回、コロナの交付金、非常にこのリモートワークを

活用しながら、有意義に光回線を整備できるといったこともありまして、

これらを踏まえて整備するものであります。また、次の地域おこし協力隊

の財源につきましては、これについては、上限が４４０万、１人当たりな

っておりまして、これについては、特別交付税で措置されることになりま

す。いわゆる特別交付税が財源の中で、今回、２億５，０００万円、歳入

で当初予算で予算計上しておりますけども、この中で今、財源・・・扱い

になりますので、特定財源という扱いにはなりませんので、よろしくお願

いいたします。以上でございます。  

 

○議長（冨樫順悦）  田村議員。  

 

○３番（田村陽子）  別荘地、住民登録されている方はもちろんいらっし

ゃると思いますし、別荘地で、扱いということで来られて、ここの在宅す

るのに、やはり回線が不安定だとなかなかそれもできないということの要

望も、もちろん分かります。どうでしょうね。ほかで住所あって、別荘と

いうことで持ってらっしゃって、そこでされるので町に要望するというの

は、もちろん分かるんですけども、その方たちへの、この後、湯里地域に

対しての、町としてのこういうことが整備してますので、湯里のほうにも

人をね、別荘も含めて、住民登録も含めて、人が来るような、来てくれる
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ような方法を、対策というか、周知というか、そういうところまで考えて

いらっしゃって、その措置をされているのかなというところが一つです。

もう一つのほうの協力隊の件ですけれども、２名来てくださるということ

で、それがプラス、観光のほうでね、プラスになっていただけるなら、そ

れはそれでいいと思うんですよね。特別交付税のほうでされているという

ことで、今回、ここにはないということは理解しました。具体的に２名の

方が来てくださるということはいつ決まって、いつから勤務されるという

ことになるのか、ちょっとそこだけお聞かせください。  

 

○議長（冨樫順悦）  渡辺総務課長。  

 

○総務課長（渡辺貢）  再質問にお答えいたします。  

湯里地区のこの増強につきましてはですね、以前から、先ほども申し上

げたんですけども、住んでいる方の、住民の方々からここのほうの増強に

ついては依頼があったというか、そういうことで、今回のこのケースをい

い機会として取り入れたいというふうに思っております。それについては

ですね、湯里の管理組合等々にもしっかり連絡をしながらですね、こうい

うふうにして光回線、今まで使用できなかった方も、また使用できるよう

になりましたというふうに、繰り返し周知のほうも徹底してまいりたいと

思いますので、ご理解のほどをよろしくお願いします。以上です。  

 

○議長（冨樫順悦）  水上商工労働観光課長。  

 

○商工労働観光課長（水上昭広） 田村議員の御質問にお答えいたします。  

地域おこし協力隊２名の雇用期間ということなんですが、まず１名が地

場産業振興加工センター、特産品に携わる１名で、こちらは５月６日から

の採用を予定しております。あと、もう１名の観光支援の地域おこし協力

隊のほうなんですが、一応、本州から来るということで、引っ越しとかの

関係もありまして、５月１７日からの雇用というかたちになっております。

よろしくお願いします。  

 

○議長（冨樫順悦）  田村議員。  

 

○３番（田村陽子）  湯里のほうの件だけもう一度お聞きします。  

住民の方からの要望ということもありますけども、住民登録されていな
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い方たちへの要望を聞くということなので、そこを別荘として来ている、

いらっしゃっているということは地元のほうとの関係とか、そういうとこ

ろのきっちりやってくださいということも、しっかりと別荘地として管理

もしてくださいと、そういうところの町からの声掛けというのは、とても

大事だと思いますので、これを機会に湯里の別荘地帯の、いわゆる、言葉

が出ない。管理というか、把握ですね、きっちりその把握をされて、住民

たちがトラブルのないようにしていただきたいなと思っています。きっか

けにしていただきたいなと思っています。  

 

○議長（冨樫順悦）  金町長。  

 

○町長（金秀行）  田村議員の御質問にお答えします。  

 今回のこの光回線は、もともとですね、ｅ－Ｊａｐａｎ構想という部分

の中で、全国に光通信を配置をしますというところで、蘭越町においても

光回線を町のほうでですね、国から交付金をいただいて、整備した事業で

す。それがベースとなっております。その中で、今、湯里地域においては、

どんどん、先ほど総務課長がお話したとおりですね、いろいろ住民が入っ

てきて、町が持っている光回線の容量が非常に足りない、その容量を増強

をするという事業です。本来は、ＮＴＴとかいろんなそういう業者がね、

インターネットを使うために、整備をする部分もありますが、あくまでも

これは町が持っている芯を増強します。ですから、その方がインターネッ

トとかそういうものを使った場合は、その使用料とかそういうものは、あ

とで町のほうにもその使った部分というのは入ってきます。それがまず一

つです。そのような中で今回、非常に、議員からも御質問あった、非常に

要望があった部分の中で、今回は町のほうでも増強したいというふうに思

ってます。ですから、その利用される方々、町としても湯里地区含めてＰ

Ｒをしていきますが、きちっとそういう管理体制、そういうものをですね、

十分、その方々と打合せをした中で、あとからトラブルとか、そういうこ

とがないようには担当のほうで努めてまいりたいというふうに考えており

ますので、御理解を願いたいと思います。  

 

○議長（冨樫順悦）  よろしいですか。  

 ほかに質疑ありませんか。  

 ７番難波議員。  
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○７番（難波修二）  ７番です。  

 ちょっと逸れるようで恐縮なんですけれども、いよいよワクチン接種業

務が５月１０日からという、そういう説明がありました。それで、最近よ

くテレビ等でも、医療従事者のワクチン接種が全然進んでいないという、

そういうことが非常に話題になっておりますけれども、分かる範囲でけっ

こうなんですけども、実際にこれから進めていく上で、ワクチン接種業務

の体制も、前回説明受けました。それで、おそらくお医者さんが２名体制、

それに伴う看護師さん９人とか、いろいろ説明受けましたけれども、そう

いう従事される方々のワクチン接種の状況がどうなっているかっていうと

ころをお聞きしたいなと思いましたので、お知らせいただければと思いま

す。  

 

○議長（冨樫順悦）  山下蘭越診療所事務長。  

 

○蘭越診療所事務長（山下志伸）  難波議員の御質問にお答えします。  

 医療従事者の件ですけども、優先順位、蘭越は連携型医療施設で集団で

接種することで進んでいました。それで旧蘭越診療所、昆布診療所の職員

２月中に北海道のほうの取りまとめで名簿を提出していたんですけども、

それがなかなかワクチンの搬入の、配布のこともあったようで、なかなか

進んでいませんでした。新聞等でも御承知のとおり、後志では小樽が最初

でだんだん広がっていくのですけども、肝心の蘭越のほうですが、来週の

２７から、昆布温泉病院が連携型の施設になります。そこで、蘭越診療所

の医療従事者、僕も含めて１２名ですけども第１回目を接種する予定で進

んでおります。昆布温泉病院も同様に進んでいまして、今回は１バイアル

から６回分の接種可能なシリンジを用意しておりますので、６の倍数で、

残数がなかなか残らないように調整をかけて実施をする予定でいるという

ことで、温泉病院の事務長から伺っています。この３週間後に２回目の接

種が始まりますけども、その日程につきましては、後日また改めて連絡を

くださるということになってます。以上です。  

 

○議長（冨樫順悦）  難波議員。  

 

○７番（難波修二）  お医者さんと看護師さんやると。一般の例えば、受

付であるとか、事務に従事する一般事務職員については、そこはどうなん

ですか。その対象からは外れちゃうんですか。その方々もという。ある程
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度、一般の事務職員も固定して、それを張り付けるという、そういうこと

で、その方々も含むということでいいですか。  

 

○議長（冨樫順悦）  山下蘭越診療所事務長。  

 

○蘭越診療所事務長（山下志伸）  お答えいたします。  

優先接種で、医療従事者の優先接種は、蘭越診療所に勤めておりますド

クター、ナース、それから事務も含めて、自分も含めての１２名が優先に

なります。ただ蘭越町で今、行おうとしています６５歳以上の集団につき

ましては、蘭越の診療所から派遣するのはドクターとナースだけになりま

すので、接種しますけども、その方々が行くということになります。以上

です。  

 

○議長（冨樫順悦）  難波議員。  

 

○７番（難波修二）  最近ちょっと耳が遠くなって、ちょっと聞こえなか

ったんですけども、今は、私の認識では保健センターで集団接種をやりま

すよと、当日、そこへ行って、そこで従事するお医者様と看護師さんと、

一般の職員もそこで業務の手伝いとかしますよね。そういう当日従事する

方々全体にワクチン接種は５月１０日までにされるんですかっていう、そ

ういう質問です。  

 

○議長（冨樫順悦）  梅本健康推進課長。  

 

○観光推進課長（梅本聖孝）  集団接種に係る事務従事者の優先接種につ

いては、今、現在のところは検討はしておりません。ただし、この接種の

際に、最近、話題になりましたけれど、余った分とか、そういったものに

ついては、そういった事務従事者については接種していくというのは検討

の範囲かなというふうにも考えておりますので、御理解いただければと思

います。  

 

○議長（冨樫順悦）  難波議員。  

 

○７番（難波修二）  責めてる質問ではないので御理解いただきたいと思

います。これからそういう従事者をやってくださいということで、担当課
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とか進めますよね。その時にその従事する方々の安全とか、安心をね、き

ちっと確保してあげて、当日接種に臨んでもらうということが、基本的に

職場として大事なことかなと思います。ですから、もし、今考えていない

ということであれば、そういうことも含めてね、理解を得て従事してもら

うと、それが長いロングランでやるわけですから、その方々が自分の接種

がまだまだ先になると思うのでね、ずっと優先順位に従ってワクチン接種

業務をやっていくとすれば、そういうことに対する理解も必要でしょうし、

ロングランになれば、当日、都合悪い場合は違う人にしてもらうというこ

ともあるかも分からない。従事してもらうと。そういうワクチン接種業務

に従事する事務職員の安全の確保ということも十分考慮をしてね、了解を

得た上でやってほしいなという、そういうちょっとした素朴な疑問ですの

で、是非、そういうことを含めて対応してほしいということで、よろしく

お願いしたいと思います。  

 

○議長（冨樫順悦）  梅本健康推進課長。  

 

○健康推進課長（梅本聖孝）  難波議員の御質問にお答えします。  

 担当する職員ですね、今回、保健センターの職員だけでなくて、役場の

職員、そのほかの課の職員にも応援を要請しておりまして、その範囲まで

ワクチン接種というのはちょっと難しいかなと思いますが、議員おっしゃ

るとおり、３日、４日で終わる話ではありません。長い期間かかる話でご

ざいますので、他の団体の状況なども考慮いたしまして、事務従事者だけ

でなくて、受けるほうの安心もよく考えながら体制を整えていきたいと思

っておりますので、御理解いただければと思います。  

 

○議長（冨樫順悦）  ほかに質疑ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。  

これより討論を行います。討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。  

これより、議案第２号令和３年度蘭越町一般会計補正予算を採決いたし

ます。  

お諮りいたします。  

本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。  
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

 よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。  

                                    

○議長（冨樫順悦）  日程第１０、議案第３号令和３年度蘭越町介護保険

サービス事業特別会計補正予算を議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 梅本健康推進課長。  

 

○健康推進課長（梅本聖孝）  ただいま上程されました、議案第３号、令和３

年度蘭越町介護保険サービス事業特別会計補正予算第１号について、御説明いた

します。  

この会計の現在の歳入歳出予算の総額は、６，８４９万４，０００円でござい

まして、この総額に３２万円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ６，８８１万４，０００円とするものでございます。  

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。  

それでは、事項別明細書の歳出から御説明いたします。６ページをご覧くださ

い。  

１款サービス事業費  １項居宅サービス事業費  ２目通所介護事業費、補正額

３２万円の追加。特定財源その他は自動車損害共済金です。１０修繕料３２万円

追加。３月に発生いたしました、センターめなで使用しているリフト付きワゴン

車の建物への接触事故による車両の修繕料として３２万円を追加するものです。  

歳入については、説明を省略いたします。  

以上で説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。  

これより討論を行います。討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。  

これより、議案第３号令和３年度蘭越町介護保険サービス事業特別会計

補正予算を採決いたします。  
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お諮りいたします。  

本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

 よって、議案第３号は原案のとおり可決されました。  

                                     

○議長（冨樫順悦）  日程第１１、議案第４号令和３年度蘭越町温泉旅館

幽泉閣事業特別会計補正予算を議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 水上商工労働観光課長。  

 

○商工労働観光課長（水上昭広）  ただいま上程されました、議案第４号、

令和３年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業特別会計補正予算第１号について、御

説明申し上げます。  

幽泉閣温泉熱利用ボイラー改修事業に、経済産業省のエネルギー構造高度

化・転換理解促進事業補助金が採択されましたので、事業実施のため予算の

補正するものでございます。  

この会計の現在の歳入歳出予算の総額は２億５，６７０万円でございまし

て、この総額に２億８，８７３万９，０００円を追加いたしまして、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ５億４，５４３万９，０００円とするものでござい

ます。  

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものでござい

ます。  

次に、第２条の地方債ですが、地方自治法第２３０条第１項の規定により、

起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償

還の方法は、第２表地方債によるものでございます。後ほど御説明いたしま

す。  

それでは、事項別明細書の歳出から御説明申し上げます。７ページをご覧

ください。  

１款総務費  １項総務管理費  ２目財産管理費、補正額２億８，８７３万

９，０００円。１２委託料４９６万１，０００円。温泉熱利用改修工事監理

委託料です。１４工事請負費２億８，３７７万８，０００円。温泉熱改修工

事費です。  

続いて、歳入について御説明いたします。６ページをご覧ください。  



- 27 - 

 

２款国庫支出金  １項国庫補助金  １目総務費国庫補助金、補正額１億７，

４３８万６，０００円。エネルギー構造高度化・転換理解促進事業補助金で

す。  

３款道支出金  １項道補助金  １目総務費道補助金、補正額２，２９０万

円。地域づくり総合交付金です。  

６款繰越金  １項繰越金  １目繰越金、補正額５万３，０００円の追加。

前年度繰越金です。  

８款町債  １項町債  １目総務債、補正額９，１４０万円。温泉排湯熱利

用ボイラー整備事業債です。次に、３ページをご覧願います。  

第２表地方債につきまして、御説明いたします。  

観光施設事業債、限度額を９，１４０万円とするものです。  

なお、利率、償還方法については、ご覧の内容でございます。  

今回の事業の概要について御説明いたします。参考資料③をご覧ください。 

図面左下①新設機械室から御説明いたします。  

既存の足湯を解体し、①の位置に機械室を新築する計画で、その室内には  

ヒートポンプの機械③の浄化槽からの排水を貯める排水蓄熱槽を設置いたし

ます。  

図面中央になります。②の既存機械室は、既存の重油ボイラー２台を撤去

し、新たに高効率ボイラーを新設し、冬季間の補助的熱源として使用します。  

流れといたしましては、③浄化槽や掛け流している温泉水を①に設置した

ヒートポンプで少ない電力により、②の既存機械室へ熱交換をし、給湯や暖

房に利用していきます。次のページをご覧ください。  

こちらは、新設の足湯の立面図と断面図になります。  

新設場所につきましては、１ページで説明いたしました①の新設機械室の

一角に足湯を設置する計画です。  

また、工期につきましては、２月末となっております。  

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。  

 

○議長（冨樫順悦）  これをもって提案理由の説明を終わります。  

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。  

１０番熊谷議員。  

 

○１０番（熊谷雅幸）  １０番です。予算委員会の時もちらっと聞いたの

で、駆け足的に聞いたので、簡単に質疑をさせていただきます。  

 １億７，４３８万６，０００円という非常に大きな補助金の獲得、素晴
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らしいことだなと思います。そこで工期が２月末というふうにお聞きしま

したけれども、２点お伺いしますが、完全休館する日は何日ぐらいありま

すかということと、給排水に対して影響する期間どの程度あるのか、わか

れば教えてください。  

 

○議長（冨樫順悦）  水上商工労働観光課長。  

 

○商工労働観光課長（水上昭広）  熊谷議員の御質問にお答えします。  

幽泉閣自体の休館ということで、今、現在、工事の予定もあるんですけ

ども、建設課と協議しているのですが、１月の正月明けのだいたい１０日

間ぐらいを目途に休館を予定するということで、その間も給湯関係も全て

止まるかたちになりますので、全館休業というかたちで１０日間の予定を

しております。給排水のほうなんですが、特に影響はないということで検

討しておりますので、よろしくお願いします。以上です。  

 

○議長（冨樫順悦）  熊谷議員。  

 

○１０番（熊谷雅幸）  完全休館１０日間で、ほかの食堂の影響、ほかの

日にはないということですよね。素晴らしいやり方だなというふうに思い

ます。この補助金の獲得について、町長のほうから、若干、簡単な説明が

ありましたらお願いしたいです。  

 

○議長（冨樫順悦）  金町長。  

 

○町長（金秀行）  熊谷議員の御質問にお答えをいたします。  

 実は、今回、経産省の補助金に当たってですね、非常にこの額が大きい

ものですから、北海道の産業経済局のほうと打合せをして、実は、この事

業が採択される室長さんがいるんですが、そこのほうに一度、当町のほう

から要請をしてですね、事業内容、これまでもみ殻も含めた事業もやって

ますので、その効果を含めてお話をされたほうがいいだろうというアドバ

イスをいただきました。その中でですね、実は、私と経産省の北海道局の

職員が上京させていただいて、本省の室長と協議させていただきました。

そこの部分の中で、実は、この全国から事業がありますので、通常であれ

ば、だいたい３割くらいをカットして、それを２次募集のほうに向けると

いうお話をされました。それは事前に情報が入ってましたので、３割カッ



- 29 - 

 

トされると、今の事業費からいくと莫大な金額になるので、なんとか満額

をですね、お願いしたいということをお話をして、担当室長さんのほうも

非常に、蘭越町がやっている事業については、きちっとやっていただいて

いるという部分の評価もいただいて、これも外部監査の方に再度持ってい

った部分で最終的に採択になるというお話をされました。そのような中で、

私もその事業効果含めてですね、お話をさせていただいて、なんとか町と

してこの幽泉閣というものが町民の財産であるし、これからもずっとです

ね、運営を続けていく部分の中ではコスト削減という、そのエネルギーを

活用した事業がどうしても必要だということをお話させていただいて、先

般ですね、満額の内定をいただいたということで、非常に私もありがたく

思っている次第でございます。その室長さんも北海道出身の、行って初め

て分かったんですが、北海道出身の方だということで、幽泉閣に、実は入

ったことあるという方でした。非常に私も行って、初めてお会いしてびっ

くりしましたが、事前に職員のほうもですね、相当、経産省のほうと打合

せをされてましたし、最後に私がお願いした部分でありますが、事前の打

合せを含めて、職員のほうでも相当綿密に打合わせをした効果がですね、

最後私がお願いしたからなったというのではなく、事前に効果を、必要だ

と事業裁定に当たって、職員がかなり努力してやったという部分の中で、

今回、なったのではないかなというふうに思っておりますので、やはりこ

れだけ大きな事業やるには財源が伴わないとなかなかできませんし、ボイ

ラーも相当もう寿命がきてたので、今回、是非、この事業を行いたいと。

最後に室長さんが、室長がお話してたのは、今年がやはりチャンスだとい

うふうに言われました。コロナが終わった後にこの事業がどんどんどんど

ん全国から、いろんな部分で要望があるだろうと、やるんであれば今年が

非常にいいチャンスですねというお話もいただいて、私も非常にありがた

いなというふうに思っておる次第でございます。  

 

○議長（冨樫順悦）  熊谷議員。  

 

○１０番（熊谷雅幸）  満額ということで、大変素晴らしいなというふう

に思います。是非、有効に活用して、ますます幽泉閣を使えるように頑張

っていただきたいなと思います。以上です。  

 

○議長（冨樫順悦）  ほかに質疑ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  
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質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。  

これより討論を行います。討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。  

これより、議案第４号令和３年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業特別会計補

正予算を採決いたします。  

お諮りいたします。  

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

異議なしと認めます。  

よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。  

                                          

○議長（冨樫順悦）  以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は、全部

終了いたしました。  

これにて、令和３年第２回蘭越町議会臨時会を閉会いたします。  

 

午前１１時３５分  閉会  

 


